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１.無線通信端末「火守くん」とは 

無線通信端末「火守くん」（以下火守くん）は、火災受信機や住宅用火災警報器が作動した結果、 

登録された携帯やスマートホンに着信音が鳴り、直接「音声による通報連絡」や「SMS による火災発

生通知」 LINE アプリを使用した「多人数への一斉通知」を可能にしました。（※注１） 

夜間や休日、不在時の宿泊施設や建築現場において火災受信機や火災警報器が作動したときに、 

いち早く、確実に火災の発生通知を受け取る事により、確認や被害を最小限に抑えるための対応が迅

速に行うことができます。 

 

2. 安価な維持管理費用 

「火守くん」の維持管理費（※注２）は月額 750円の定額で提供しております。その理由は「火守く

ん」に使用している「さくらインターネットのクラウドサービス利用料」が他のサービスと比べて安いため、この

価格でご提供させていただくことが可能になっております。 

 

3.多人数でも一斉に通知、着信が可能。 

「火守くん」からの通知は作動してから数秒で着信があります。（※注３） 

登録先（通知先）が多数でも、ほぼ同時の着信となります。 

 

4.導入方法には２種類あります。 

「火守くん」の導入には一括購入と月毎のレンタル方法があります。 

長期的に使用する場合は一括購入。建築現場など、短期から中期の使用の場合は 

レンタルでのご利用がお得です。（※注４） 

 

5.通知先の登録・変更・追加について 

通知先の登録、変更、追加の費用はすべて「維持管理費」に含まれています。 

毎月の定額費用以外の請求は発生しません。 
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６.注意事項 

1.「火守くん」設置費用は別途となっております。 

「火守くん」」はお客様に郵送させていただきます。火災受信機や移用アダプタとの接続や設定は、地元

の消防設備会社もしくは電気工事会社に直接ご依頼下さい。 

なお、接続方法および試験方法についてはマニュアルの配布および当社担当者よりご説明させていただ

きます。 

2.「火守くん」には通常のタイプと、簡易型の「火守くん Light」があります。 

通常型には①「異常時通報ボタン」と②「誤報時取り消しボタン」、③「通信遮断ボタン」 

が付属しているタイプです。 

「火守くん Light」は上記の①②のボタンがなく、③のボタンと④「作動試験ボタン」が 

が付属しているタイプです。 

①は自動火災報知設備の「発信機」や異常通報装置の「通報」ボタンの役割をします。 

手動で異常を通知したい時に使用します。 

②は確認の結果「異常なし」の場合に、すでに通報した相手に誤報である通知を行う時に使用しま

す。音声案内や SMS で「異常なし」と通知します。 

③は消防点検時および室内清掃時（バルサン使用等）に一時的に通知を遮断するときに使用し

ます。ボタンが押されている間は赤ランプが点灯し、通知が遮断されます。 

④は「火守くん Light」のみに設置してあるボタンで、火災信号を出さなくても通知試験がしたい時に 

使用します。 

 

 

（※注１）LINE による通知の場合は、お客様でのグループ登録が必要になります。 

       通常のグループ登録とは異なりますので、事前にお問い合わせください。 

（※注２）維持管理費とは、サーバー運用及び通知先の登録、削除、追加費用を含みます。 

（※注３）「火守くん」の設置位置が電波障害範囲外にあることに注意してください。設置場所がコンクリート等で囲まれて

いると通知ができない場合があります。事前に設置場所が携帯電話の使用が可能である場所であることを確認

して下さい。電話回線は aU を使用しています。 

（※注４）建築現場や防火管理者が変更になっても引き続き使用が可能です。レンタルから購入の変更も可能です。 
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７．設置状況に応じたカスタマイズ 

「火守くん」は、お客様の設置場所に最適な形状でお渡しします。 

 

例１）条件：火災受信機が埋込型。 

         副受信機なし。（※注１） 

         電源コンセントなし。（※注２） 

         Fa Fc 端子が空き。 

         管理人が常駐ではないので、「火守くん Light」を使用。 

事務所横通路に火災受信機が設置 

 

      取付ベース 

      HP09-4C（埋込） 

埋込配線が可能なため、「火守くん」から HP0.9-4C のケーブルが受信機に渡っています。 

I+および I-端子に２本。Fa 及び Fc に２本使用。 

専用の取付ベースを使用して、設置しやすいようにしてあります。 
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例 2）条件：火災受信機が露出型。 

         副受信機なし。 

         電源コンセントなし。 

         Fa Fc 端子が警備移報用に使用。 

         火災通報装置（自火報非連動）が付属。 

         警備会社の制御装置が付属。 

         管理人が常駐ではないので、「火守くん Light」を使用。 

倉庫に火災受信機他付属設備が設置 

 

 取付ベース、埋込配線は上記と同様です。 

警備会社の移報として Fa Fc が使用されていますので、ベルの B+ B-に DC24V の無電圧  

接点リレーを使用し、端子の増設を行いました。 

 

注意事項 

（最重要） 

必ず火災受信機の主電源、予備電池を外した状態で接続して下さい。主電源の投入

と同時に「火守くん」の電源が入り、初期設定がはじまります。また I+ I-の極性を間違

えるとショートして故障します。 

（※注１）I+ I-端子は DC24V ですが、「火守くん」内部に降圧コンバーターを実装しています。 

       DC24V→DC5V に変換して、火守くんの電源としています。 

       受信機本体の予備電源で電源を確保しますので、停電時も監視状態を保持します。 

        

 

 

 



 

無線通信端末 「火守くん」 

6 

 

 

例３）条件：火災受信機なし。特定小規模用自動火災報知設備が設置。（既設） 

         電源コンセントあり。 

         管理人が常駐ではない。（複数施設を兼任。近くに管理事務所あり） 

 

物置に電源コンセントあり。民泊施設のため内装に考慮しました。 

携帯電話で電波状況を確認。通信環境に問題がないためこの場所に設置しました。 

「火守くん」の下にあるのは無線連動型火災警報器の移報用アダプタです。 

「火守くん」本体の背面には専用の壁掛ベースが付いています。 

 

無線連動型火災警報器 

 

既設の特定小規模用自動火災報知設備のため、同メーカーの移報用アダプタを取付、設定しました。 

「火守くん」から電源コード、移報用アダプタまでは露出配線です。 
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２種類の「火守くん」 

現場の状況に応じて黒色タイプもあります。 

 

通常型「火守くん」 「異常時通報ボタン」（赤）「誤報時取り消しボタン」（青）が付いています。 

 

 

「火守くん Light」  取付ベースが付いています。 
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現在開発中の「火守くん」 

黒色の箱体で、「異常時通報ボタン」を全面に、「誤報時取り消しボタン」を上部に設けました。 

黒っぽい内装のところや、現場等に考慮してあります。 

 


